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令和２年７月豪雨の特徴（降雨）

1

○ ７月３日から７月３１日にかけて、日本付近に停滞した前線の影響で、暖かく湿った空気が継続して
流れ込み、各地で大雨となった。九州南部・北部、東海、及び東北の多くの地点で、２４、４８、７２
時間降水量が観測史上１位の値を超えた。

○ 特に、４日から７日は線状降水帯が九州で多数発生し、記録的な大雨となって大雨特別警報が発
表された。総降水量に対する線状降水帯による降水量の割合が高く、７０％を超えた地点もあり、
その割合は「平成３０年７月豪雨」よりも大きくなった。

○ その後も前線は本州付近に停滞し、１３日から１４日にかけては中国地方を中心に、２７日から２８
日にかけては東北地方を中心に大雨となった。

高解像度降水ナウキャスト（7月4日5時）

気象庁：「令和2年7月豪雨」の特徴と関連する大気の流れについて（速報）
（http://www.jma.go.jp/jma/press/2007/31a/press_r02gou20200731.html）

福岡管区気象台：令和2年7月3日から29日にかけての梅雨前線による
九州の気象状況について（https://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）

http://www.jma.go.jp/jma/press/2007/31a/press_r02gou20200731.html


令和２年７月豪雨による一般被害
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○ 令和２年７月豪雨により、河川の氾濫や土砂崩れ等が発生し、死者８２名、行方不明者４名、住家
の全半壊等４,５５８棟、住家浸水１３,９３４棟の極めて甚大な被害が広範囲で発生した。※

○ １３事業者２０路線で土砂流入等の被害が発生した。うち、JR九州九大線・肥薩線及びくま川鉄道
では橋梁が流出した。

※消防庁「令和２年７月豪雨による被害及び消防機関等の対応状況（第４９報）」（令和２年８月２４日）

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



河川の氾濫による浸水被害
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○ 国が管理する７水系８河川、都道府県が管理する５８水系１９４河川で決壊等による氾濫が発生。
（国が管理する１河川２箇所、県が管理する３河川３箇所で堤防が決壊）※

○ 全国で約１３,０００haが浸水。
※国土交通省「 令和２年７月豪雨による被害状況等について（第４９報）」（令和２年８月２４日） 」

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



国管理河川（球磨川）における浸水状況
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○ 球磨川流域では、人吉市の中心市街地等で約１,０６０haが浸水し、佐敷川（さしきがわ）など
その他河川や土砂災害による被害も含めると約７,４００棟の家屋が被災。

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」、
九州地方整備局：令和2年7月豪雨における出水について（第2報）より



国管理河川（球磨川）の決壊箇所の対応①
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○ 球磨川では、堤防が１箇所、約３０mにわたり決壊（球磨川右岸５６．４k付近）
○ 人吉市中神地先において、４日２３時から２４時間体制で対応し、６日９時に仮堤防が完成

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



国管理河川（球磨川）の決壊箇所の対応②
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○ 球磨川の堤防が新たに１箇所、約１０mにわたり決壊していることを確認（球磨川左岸５５．０k）
○ 人吉市中神地先において、８日１８時に緊急復旧工事に着手し、翌９日９時３０分に完成。

九州地方整備局：令和2年7月豪雨における出水について（第2報）より



国管理河川（江の川）における浸水状況
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○ 広島県三次市の君田（きみた）雨量観測所では、２４時間で１９３．５mmを記録する大雨となった。
○ 人的被害はなかったが、江の川の河口５km～５５kmにかけて、約２２３ha、１４２戸が浸水。

令和2年7月27日時点

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



国管理河川（最上川）における浸水状況
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○ 最上川沿川では浸水面積約１,７００ha、家屋浸水
約２００戸を確認。

○ 国管理河川の最上川では５箇所で越水による氾
濫が発生したほか、山形県が管理する支川３９河
川で氾濫が発生。

※図内①～④における浸水状況は次頁参照

●レーダー雨量（7月29日13時までの48時間累積雨量）

●水位（大石田水位観測所）

山形県長井雨量観測所において、48時間で
232.0mmの観測史上最大となる累積雨量を
記録したほか、山形県では複数の観測所で
観測史上最大を更新する記録的な大雨と
なった。

大石田水位観測所では、これまで
の最高水位16.87m（昭和42年8月
羽越災害）に対して既往最大となる
水位18.59mを記録

令和2年7月30日14時時点

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



国管理河川（最上川）における浸水状況
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令和2年7月30日14時時点

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



○ ７月２７日からの大雨により秋田県内で約１６０haが浸水し、約１０戸で床下浸水
○ 国管理河川の雄物川周辺で内水による浸水が９箇所発生し、約８０haが浸水（家屋浸水はなし）
○ 秋田県が管理する４河川で溢水や内水により約８０haが浸水

秋田県における浸水状況

10

令和2年7月30日14時時点

情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より



土砂災害発生状況（全国）

11国土交通省砂防部：令和2年7月豪雨による土砂災害発生状況（2020/12/22発表）より



TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の活動

○ 被災した自治体を支援するため、全国から延約１万人のTEC-FORCEを被災地に派遣した。
○ 市町村長の災害対応に助言するとともに、被害拡大防止に向けた浸水排除等を実施した
○ 河川・道路等の被災状況調査を行い、復旧を支援。調査結果は災害査定へ活用された。

12情報共有プロジェクト第５回全体会議 参考資料２「令和2年7月豪雨による被害と対応」より
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